
五
三

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

布

施

智

子

二
〇
一
四
年
に
、
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）
に
て
、
寄
贈
・
購
入
に
よ
り
、
新
た
に
蒐
集
し

た
資
料
の
う
ち
、新
島
襄
に
関
す
る
資
料
は
六
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
新
島
直
筆
の
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
通
は
、『
新

島
襄
全
集
』（
以
下
、『
全
集
』
と
略
す
）
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
新
出
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
つ
い
て
、

書
簡
の
翻
刻
と
と
も
に
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
松
倉
恂
宛
書
簡

【
封
筒
無
し
】

【
本
紙
】

（
前
半
欠
）

可
申
候
間
何
卒
地
所
之
所
ハ



五
四

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

老
兄
ニ
テ
御
工
風
被
下
度

奉
仰
候
右
匆
卒
之
間
貴
答
迠

如
此
候
也
頓
首

六
月
十
六
日　

新
島
襄

松
倉
恂
殿

御
序
ニ
令
公
初
其
外
諸
彦
へ

宜
し
く
御
致
声
之
程
奉
仰
候

且
山
家
方
ニ
ハ
御
丁
寧
之
御
世
話
ニ

相
成
候
間
老
兄
ヨ
リ
御
一
統
ヘ

宜
し
く
御
傳
言
之
程
奉
希
候

小
生
義
只
今
身
ハ
京
師
ニ

ア
ル
モ
志
ハ
兎
角
仙
臺
ニ
馳
セ
此
一
身
ヲ

折
半
シ
得
サ
ル
ニ
ハ
大
困
却

老
兄
幸
ニ
生
之
志
ヲ
御
遥
察

御
一
笑
ア
リ
賜
ヘ



五
五

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

本
書
簡
は
前
半
部
が
欠
損
し
て
お
り
、
断
簡
と
な
っ
て
い
る
。
残
存
部
分
の
内
容
は
、
土
地
に
つ
い
て
工
風
し
て
く
れ
る
よ
う

頼
み
、
次
い
で
追
伸
で
、
令
公
（
宮
城
県
令
・
松
平
正
直
）
を
は
じ
め
皆
さ
ん
に
宜
し
く
伝
え
て
ほ
し
い
。
山
家
（
豊
三
郎
）
方

に
は
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
皆
さ
ん
へ
宜
し
く
伝
言
を
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
身
体
は
京
都
に
あ
る
も
の
の
、

志
は
仙
台
に
馳
せ
て
お
り
、
身
体
を
半
分
に
分
け
ら
れ
な
い
の
は
大
い
に
困
る
、
こ
の
志
を
思
い
や
り
、
一
笑
い
た
だ
き
た
い
と
、

仙
台
に
思
い
を
向
け
て
い
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
仙
台
で
の
学
校
開
設
に
つ
き
、
学
校
用
地
の
依
頼
と
協
力
に
対
す

る
礼
で
あ
り
、
こ
の
内
容
か
ら
し
て
、
新
島
が
宮
城
英
学
校
（
後
の
東
華
学
校
）
開
設
に
向
け
て
活
動
し
て
い
た
一
八
八
六
（
明

治
十
九
）
年
の
書
簡
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。

本
書
簡
の
受
取
人
で
あ
る
松
倉
恂
（
一
八
二
七
～
一
九
〇
四
）
は
、
幕
末
期
に
は
陸
奥
仙
台
藩
の
兵
器
奉
行
、
軍
艦
奉
行
を
務

め
た
。
戊
辰
戦
争
時
に
藩
論
を
奥
羽
越
列
藩
同
盟
結
成
に
向
け
て
ま
と
め
る
の
に
尽
力
し
た
が
、
会
津
城
陥
落
で
藩
論
は
一
変
し
、

松
倉
は
閉
門
に
処
せ
ら
れ
脱
藩
し
た
。
そ
の
後
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
発
足
し
た
仙
台
区
の
初

代
区
長
と
な
る
。
区
長
在
任
期
間
は
六
年
で
あ
っ
た

⑴
。

松
倉
は
、
東
北
へ
の
伝
道
拡
張
策
の
一
環
と
し
て
、
仙
台
に
学
校
設
立
を
目
指
し
た
新
島
の
仙
台
に
お
け
る
賛
同
者
の
一
人
で

あ
る
。
松
倉
を
新
島
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
新
島
の
強
力
な
支
援
者
、
富
田
鉄
之
助
で
あ
っ
た
。
旧
仙
台
藩
士
の
富
田
は
、
二

度
の
渡
米
経
験
を
持
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
、
英
国
代
理
公
使
を
経
て
帰
国
。
大
蔵
大
書
記
官
と
し
て
日
本
銀
行
の
設
立
に

た
ず
さ
わ
り
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
第
二
代
日
本
銀
行
総
裁
に
就
任
、
そ
の
後
、
貴
族
院
議
員
、
東
京
府
知
事
を
歴

任
し
た

⑵
。
こ
の
富
田
と
松
倉
が
、
の
ち
に
開
設
す
る
宮
城
英
学
校
の
発
起
人
総
代
と
な
る
の
で
あ
る
。

富
田
と
新
島
は
、
渡
米
時
期
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
。
仙
台
で
の
学
校
開
設
を
計
画
す
る

以
前
に
も
、
新
島
は
富
田
に
、
外
国
人
教
師
雇
い
入
れ
に
つ
い
て
の
交
渉
や
、
大
学
設
立
募
金
へ
の
協
力
も
依
頼
し
て
い
た
。
一



五
六

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

方
の
松
倉
と
新
島
の
繋
が
り
は
、
一
八
八
六
年
一
月
十
三
日
付
の
新
島
宛
富
田
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
の
書
簡
で
富
田
は
、

学
校
用
地
を
準
備
し
、
建
築
費
と
し
て
二
千
円
募
集
す
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
賛
同
者
の
一
人
で
あ
る
松
倉
が
上
京
し
て

い
る
の
で
、
新
島
に
も
上
京
す
る
よ
う
に
新
島
に
要
請
。
新
島
は
そ
れ
に
応
じ
て
二
十
日
か
ら
上
京
し
、
富
田
を
訪
問
、
仙
台
の

学
校
開
設
に
つ
い
て
相
談
を
重
ね
た
。
こ
の
上
京
時
に
、
新
島
と
松
倉
が
面
会
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
二
十
一
日
に
新
島

が
富
田
を
訪
問
し
た
そ
の
翌
日
、富
田
が
松
倉
を
招
き
、新
島
の
学
校
開
設
の
計
画
に
つ
い
て
相
談
し
、お
お
よ
そ
話
し
が
ま
と
ま
っ

た
と
い
う

⑶
。
そ
の
後
、
帰
仙
し
た
松
倉
は
、
仙
台
の
有
志
の
賛
成
を
取
り
付
け
る
。
ま
た
、
松
倉
は
、
同
じ
く
仙
台
に
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
英
学
校
開
設
を
希
望
し
て
い
た
押
川
方
義
と
Ｗ
・
Ｅ
・
ホ
ー
イ
（W

illiam
 Edw

in H
oy

）
ら
一
致
教
会
派
の
動
き
を

注
視
し
、
そ
の
情
報
は
富
田
を
通
じ
て
新
島
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た

⑷
。

新
島
は
、五
月
十
七
日
か
ら
再
度
上
京
し
、富
田
宅
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
動
向
を
記
し
た
新
島
の
日
記
「
出
遊
記
」
に
は
、

十
六
日
と
十
九
日
の
項
に
「
仙
台
清
水
小
路
九
番
地　

松
倉
恂
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
両
日
と
も
、
新
島
は
東
京
で
仙
台
の
協
力

者
と
会
っ
て
い
る
が
、
松
倉
と
は
顔
を
合
わ
せ
て
い
な
い

⑸
。
ま
た
、
二
十
三
日
に
富
田
が
英
学
校
設
立
依
頼
書
を
松
倉
に
送
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
松
倉
は
仙
台
に
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
会
津
若
松
、
米
沢
、
福
島
を
経
て
、
二
十
九
日
に
仙
台
入
り
し

た
新
島
は
、
松
倉
に
到
着
を
知
ら
せ
、
三
十
日
に
い
よ
い
よ
対
面
す
る
。
松
倉
は
、
新
島
の
投
宿
先
に
来
訪
し
た
の
ち
、
新
島
を

清
水
小
路
の
清
奇
園
に
案
内
す
る
が
、
六
月
三
日
に
仙
台
を
発
つ
ま
で
こ
こ
が
新
島
の
宿
と
な
っ
た
。
清
奇
園
と
は
、
旧
伊
達
藩

士
の
山
家
豊
三
郎
の
別
邸
で
あ
る
。
仙
台
で
の
四
日
間
、
新
島
は
松
倉
の
案
内
で
、
支
援
者
と
の
会
合
の
ほ
か
、
松
平
正
直
県
令

の
自
宅
訪
問
、
学
校
設
立
予
定
地
の
視
察
を
行
い
、
こ
の
滞
在
で
学
校
設
立
へ
の
具
体
的
な
前
進
を
見
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ

の
間
の
新
島
の
滞
在
を
世
話
し
た
の
が
、
松
倉
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
松
倉
と
新
島
の
関
係
を
踏
ま
え
、
改
め
て
本
書
簡
を

読
み
返
す
と
、
地
所
に
つ
い
て
の
依
頼
、
県
令
ら
へ
の
お
礼
、
山
家
方
で
世
話
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
仙
台
で
の
滞
在
を
整



五
七

新
収
蔵
資
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か
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新
島
襄
書
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に
つ
い
て

え
た
松
倉
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
後
も
富
田
を
中
心
に
、
仙
台
で
の
学
校
開
設
に
向
け
て
の
準
備
は
進
め
ら
れ
て
い
く
。
八
月
十
四
日
付
の
富
田
か
ら
の
書
簡

と
同
二
十
一
日
付
の
松
倉
か
ら
の
書
簡
で
は
、
予
定
し
て
い
た
学
校
用
地
は
価
格
引
き
上
げ
の
た
め
に
断
念
し
た
代
わ
り
に
、
清
水

小
路
九
番
地
の
松
倉
の
居
住
地
と
隣
地
を
譲
り
受
け
た
五
千
坪
を
用
意
し
、
建
築
に
着
手
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る

⑹
。
そ
し
て
、

九
月
初
め
に
は
富
田
、
松
倉
両
名
の
名
で
、
英
学
校
開
設
申
請
書
が
松
平
県
知
事
に
提
出
さ
れ
、
い
よ
い
よ
十
月
十
一
日
に
「
宮
城

英
学
校
」
と
し
て
開
校
し
た
の
で
あ
る
（
翌
年
「
東
華
学
校
」
と
改
称
し
、六
月
十
七
日
に
開
校
式
を
挙
行
）。
同
校
開
設
に
あ
た
っ

て
は
、
富
田
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
東
京
に
居
住
し
て
い
た
富
田
と
と
も
に
、
当
地
仙
台
で
の

実
質
的
な
協
力
を
し
た
う
ち
の
一
人
と
し
て
松
倉
の
存
在
も
決
し
て
無
視
で
き
な
い
。

学
校
開
設
の
た
め
の
実
働
期
と
な
っ
た
一
八
八
六
年
に
、
富
田
と
新
島
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
富
田
か
ら
の
来
信
が

二
十
三
通
と
多
く
残
っ
て
い
る
。
松
倉
書
簡
は
、
松
倉
か
ら
の
来
信
が
１
通
残
る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
新
島
か
ら
の
発
信
は
こ
れ
ま

で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
蒐
集
し
た
本
書
簡
は
、
新
島
が
宮
城
英
学
校
開
設
の
在
仙
協
力
者
で
あ
る
松
倉
に
宛
て
た
書

簡
で
、
英
学
校
開
設
の
実
質
的
な
協
力
依
頼
を
新
島
が
自
ら
の
筆
で
認
め
て
い
る
の
が
、
初
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
と
し
て
貴
重
で

あ
る
。
前
半
部
が
大
幅
な
欠
損
と
な
っ
て
い
る
の
が
惜
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
二
）
北
垣
国
道
宛
書
簡

【
封
筒
】



五
八

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
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い
て

（
表
）

　

北
垣
京
都
府
知
事
殿　

侍
史

（
裏
）

　

新
島
襄

【
本
紙
】

拝
啓
本
日
者
参
上
仕

兼
甚
遺
憾
ニ
奉
存
候

を
御
心
ニ
掛
け
被
下
見

事
な
る
花
数
枝
御

恵
贈
ニ
預
リ
感
謝

ニ
堪
ヘ
す
不
取
敢
御

禮
如
此
御
座
候
敬
白

五
月
四
日　

新
島
襄

北
垣
知
事
殿



五
九

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

京
都
府
知
事
で
あ
っ
た
北
垣
国
道
宛
の
書
簡
で
、
年
次
不
明
で
あ
る
が
、
封
筒
に
記
載
さ
れ
た
肩
書
き
か
ら
北
垣
が
知
事
在
任

中
と
い
う
こ
と
で
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
以
降
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

⑺
。『
全
集
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
新
出
資

料
で
あ
る
。
北
垣
宛
新
島
書
簡
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
新
出
資
料
の
蒐
集
と
な
る
。

内
容
は
、
北
垣
の
も
と
に
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
新
島
に
、
北
垣
か
ら
花
が
贈
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
。

感
謝
の
念
が
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
背
景
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
新
島
が
こ
の
手
紙
を
認
め
た
五
月
四
日
、
二
人
は

会
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
新
島
は
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
人
の
居
住
地
の
京
都
で
会
う
予
定

で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
北
垣
が
府
知
事
に
就
任
す
る
一
八
八
一
年
以
降
の
五
月
四
日
で
、
新
島
が
京
都
に
い
た
の
は

一
八
八
一
年
、
八
二
（
明
治
十
五
）
年
、
八
六
年
、
八
七
（
明
治
二
十
）
年
、
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
五
年
の
み
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
一
八
八
七
年
は
四
月
中
旬
か
ら
新
島
は
病
気
で
、
外
出
の
予
定
を
ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
い
る
。
筆
が
取
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
五
月
上
旬
に
な
っ
て
か
ら
で
、
余
程
の
大
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る

⑻
。
現
に
、
こ
れ
だ
け
筆
忠
実
な
新

島
で
あ
る
が
、
四
月
十
四
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で
の
発
信
書
簡
は
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
鑑
み

る
と
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
一
八
八
七
年
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
垣
が
、
同
志
社
に
対
し
て
理
解
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
昨
年
の
資
料
紹
介
で
も
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
新
島
の
大

学
設
立
運
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
た
他
、
自
ら
の
子
弟
を
同
志
社
で
学
ば
せ
る
な
ど
、
個
人
的
関
係
も
築
い
て
い
た
。
新
島
と
北

垣
と
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
書
簡
は
、
北
垣
か
ら
新
島
に
発
信
さ
れ
た
書
簡
が
六
通
、
新
島
か
ら
北
垣
に
発
信
さ
れ
た
書
簡
は

本
書
簡
を
含
め
て
三
十
一
通
確
認
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
両
者
の
間
に
は
、
書
簡
だ
け
の
や
り
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
常

日
頃
か
ら
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
が
北
垣
の
日
記
に
も
度
々
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
簡
は
、
短
い
礼
状
で
は
あ
る
が
、
両
者
の
交

流
だ
け
で
な
く
、
不
参
の
新
島
に
花
を
贈
っ
た
と
い
う
北
垣
の
新
島
に
対
す
る
心
遣
い
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。



六
〇

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

（
三
）
伴
直
之
助
宛
書
簡
四
通

①
【
封
筒
】

（
表
）

出
雲
丁
壱
番
地

伴
直
之
助
様

（
裏
）

新
島
襄

貴
答

【
本
紙
】

貴
書
一
通
正
ニ

落
掌
仕
候
御

懇
切
之
程

鳴
謝
之
至
ニ
不
堪
候

明
朝
ハ
御
待
可

申
候
匆
々
貴
答



六
一

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

三
月
七
日　

新
島
襄

伴
直
之
助
様

②
【
封
筒
】

（
表
）

東
京
々
橋
区
出
雲
町
壱
番
地

伴
直
之
助
様

（
裏
）

西
京
同
志
社

新
島
襄

【
本
紙
】

拝
啓
陳
者
先
般
は

折
ヨ
ク
御
同
船
ヲ
得
テ
縷
々

之
閑
話
ヲ
得
甚
大
慶
ニ
奉
存
候

出
京
後
モ
会
社
條
例
等
ニ



六
二

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

付
彼
是
御
配
慮
被
下
殊
ニ

御
大
切
之
御
書
類
御
貸
被
下

奉
鳴
謝
候
小
生
去
十
二
日

之
朝
横
浜
ニ
出
発
前

貴
舘
ニ
参
上
之
積
ニ
而

人
力
車
ヲ
飛
ハ
セ
参
候
処

豈
図
ラ
ン
皇
大
皇
后
様

御
来
着
ト
申
ス
事
ニ
テ
人
力
往

来
止
ヲ
受
ケ
歩
行
シ
テ

参
上
ス
ル
モ
時
間
ナ
ク
不
得
止
事

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ニ
参
リ
御
書
類
ハ

横
浜
迠
持
参
出
航
前

和
田
彦
方
ニ
依
頼
候
処

東
京
ニ
序
有
之
慥
ニ
御
届

可
申
よ
し
被
申
候
間
其
意
ニ
任
セ

相
托
し
置
候
間
定
て
御
落
掌

之
事
ト
奉
存
候
其
前
日
ニ
も

参
上
御
返
却
可
仕
筈
之
処



六
三

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

其
ノ
日
ハ
全
ク
奔
走
ニ
送
り

時
機
ヲ
失
ヒ
出
発
之
日
モ
前
陳

之
次
第
ニ
而
参
上
拝
眉
ヲ

不
果
遺
憾
此
事
ニ
候

何
卒
御
海
涵
被
下
度
奉
仰
候

小
生
モ
十
二
日
正
午
開
帆
十
三
日

正
午
迠
ハ
風
波
荒
ラ
ク
甚
困

却
仕
候
着
船
モ
大
ニ
後
ク
レ

昨
朝
六
時
半
着
神
仕
候

右
不
取
敢
安
着
之
御
報

旁
貴
兄
之
御
好
意
ヲ

鳴
謝
仕
度
如
此
也

匆
々
頓
首

三
月
十
五
日　

新
島
襄

伴
直
之
助
兄



六
四

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

前
日
ハ
木
本
君
ニ
御
同
伴
被
下

奉
謝
候
敝
校
之
為
募
金
之

事
ハ
何
卒
御
含
置
キ
被
下

時
機
ニ
投
シ
御
尽
力
之
程

奉
仰
候
御
序
ニ
木
本
君
ニ

宜
し
く

③
【
封
筒
】

（
表
）

東
京
々
橋
区
出
雲
丁

壱
番
地

伴
直
之
助
様

（
裏
）

京
都
寺
町
通

丸
太
丁

新
島
襄



六
五

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

【
本
紙
】

先
夜
は
御
来
訪
被
下

難
有
奉
謝
候
其
節

御
依
頼
申
上
候
件
ニ
付
直
ニ

御
通
知
被
下
是
亦
難
有
奉
鳴
謝
候

小
生
も
何
レ
出
京
可
仕
候
間

其
節
ハ
渡
辺
君
ニ
ハ

是
非
面
会
之
上
御
依
頼

可
仕
候
間
何
卒
貴
兄
ヨ
リ
ハ

同
君
之
イ
ン
テ
レ
ス
ト
ヲ
御
繋
キ

置
被
下
度
奉
切
望
候
先
は

御
禮
旁
為
貴
答

匆
々
頓
首

七
月
廿
日　

新
島
襄

伴
直
之
助
様

梧
下



六
六

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

尚
々
田
口
君
ニ
ハ
宜
し
く
御
致
声

被
下
度
奉
希
候
又
渡
辺
君
へ
も

御
序
ニ
宜
し
く
奉
願
候

④
【
封
筒
】

（
表
）

京
橋
区
出
雲
丁
壱
番
地

伴
直
之
助
殿

（
裏
）

成
瀬
方
ニ
而

新
島
襄

十
月
廿
六
日
夜
認
ム

【
本
紙
】

昨
夜
は
態
々
御
光
来

被
下
候
処
宿
之
者
共

小
生
迠
通
し
も
致
さ
す



六
七

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

御
断
申
上
候
由
甚
不

都
合
之
至
御
海
容

可
被
下
候
小
生
も
何
レ
近
々

御
尋
可
申
上
候
心
得
ニ

罷
在
候
右
得
貴
意
度

匆
々
拝
具

十
月
廿
六
日　

新
島
襄

伴
直
之
助
殿

尚
々
小
生
事
昨
夜
ハ
按
摩

療
法
致
し
居
候
処
よ
り
御
断

申
上
候
旨
宿
之
者
申
訳
仕
居
候

新
島
襄
か
ら
伴
直
之
助
へ
宛
て
た
書
簡
四
通
で
あ
る
。
四
通
と
も
、『
全
集
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

伴
直
之
助
（
生
没
年
不
詳
）
は
、『
全
集
』
三
巻
の
注
解
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
履
歴
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
断
っ
た



六
八

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

う
え
で
、
一
八
八
六
年
一
月
に
福
音
舎
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
太
平
新
聞
』
の
編
集
を
担
当
し
た
こ
と
、
一
八
八
七
年
の
新
島
の
東

上
に
同
行
し
た
こ
と
、
民
友
社
発
行
の
『
国
民
之
友
』
第
四
八
号
の
付
録
「
書
目
十
種
」
で
当
時
の
知
識
人
と
並
ん
で
、
専
門
の

経
済
の
文
献
等
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
東
京
市
会
議
員
時
代
の
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
は
巌
本
善
治
、
古
荘
三
郎
ら
と

廃
娼
演
説
を
行
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

⑼
。
さ
ら
に
、
伴
の
足
跡
を
追
っ
て
み
る
と
、
明
治
期
を
代
表
す
る
経
済
学
者
で
あ

り
実
業
家
で
も
あ
っ
た
田
口
卯
吉
の
従
弟
と
し
て
、
田
口
の
事
業
に
多
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

⑽
。
伴
は
、
田
口
が
主

筆
を
務
め
た
『
東
京
経
済
雑
誌
』（
一
八
七
九
年
一
月
創
刊
）
の
編
集
に
、
東
京
経
済
雑
誌
社
の
社
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
。
こ

の
雑
誌
は
、
国
内
初
の
経
済
雑
誌
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
田
口
が
実
業
家
と
し
て
関
わ
っ
た
事
業
に
も
伴
は
役
員
と
し
て
関

わ
り
、
両
毛
鉄
道
会
社
で
は
支
配
人
（
一
八
八
七
年
五
月
）、
小
田
原
馬
車
鉄
道
会
社
で
は
取
締
役
（
一
八
八
八
年
九
月
）
と
し
て

名
を
連
ね
て
い
る

⑾
。
そ
の
後
、一
八
八
九
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
東
京
市
会
の
第
一
回
市
会
議
員
選
挙
に
深
川
区
か
ら
立
候
補
し
、

当
選
。
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
三
月
に
辞
職
す
る
ま
で
、
東
京
市
会
議
員
を
務
め
た

⑿
。
市
会
議
員
辞
職
後
、
第
四
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
し
、
東
京
府
第
五
区
で
当
選
。
同
選
挙
で
は
同
八
区
か
ら
田
口
も
当
選
し
て
い
る

⒀
。

こ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
伴
で
あ
る
が
、新
島
と
の
関
係
は
今
一
つ
明
ら
か
で
は
な
い
。
今
回
蒐
集
し
た
四
通
の
書
簡
の
年
代
は
、

そ
れ
ぞ
れ
①
年
次
不
明
、
②
一
八
八
七
年
、
③
一
八
八
九
年
（
封
筒
消
印
か
ら
）、
④
一
八
八
九
年
（
封
筒
消
印
か
ら
）
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
書
簡
（
三
月
七
日
付
）
の
内
容
は
、「
貴
書
一
通
を
受
領
し
ま
し
た
、
明
朝
お
待
ち
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
簡
単
な
連

絡
事
項
に
と
ど
ま
る
。「
明
朝
」
の
伴
と
の
約
束
が
、
東
京
に
て
で
あ
れ
ば
、
新
島
が
三
月
七
日
時
点
で
東
京
に
い
た
一
八
八
七
年

の
書
簡
と
な
ろ
う
。

①
書
簡
が
一
八
八
七
年
と
仮
定
す
る
と
、
②
書
簡
（
一
八
八
七
年
三
月
十
五
日
付
）
は
①
書
簡
が
書
か
れ
た
東
京
滞
在
の
後
に
、

新
島
が
京
都
へ
帰
っ
て
伴
へ
差
し
出
し
た
も
の
と
な
る
。
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
折
よ
く
同
船
で
き
、
様
々
な
話
が
で



六
九

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

き
て
喜
ん
で
い
る
。
会
社
条
例
な
ど
に
つ
き
、
配
慮
を
し
て
も
ら
い
、
大
切
な
書
類
ま
で
貸
し
て
い
た
だ
き
感
謝
。
十
二
日
朝
、

横
浜
へ
出
発
す
る
前
、
貴
館
に
参
上
す
る
つ
も
り
で
、
人
力
車
で
飛
ん
で
行
っ
た
も
の
の
、
図
ら
ず
も
皇
太
后
様
が
ご
来
着
の
た
め
、

人
力
車
が
差
し
止
め
と
な
り
、
歩
い
て
行
っ
た
が
、
時
間
が
な
く
、
書
類
は
横
浜
ま
で
持
参
し
、
和
田
彦
方
に
あ
と
で
届
け
て
く

れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
の
で
、
今
頃
ご
落
掌
の
こ
と
と
思
う
。
小
生
は
昨
朝
よ
う
や
く
横
浜
か
ら
京
都
へ
到
着
し
た
。
と
い
う
旨

の
長
文
の
書
簡
で
あ
る
。
新
島
の
こ
の
度
の
東
上
の
目
的
は
、（
一
）
同
志
社
を
官
立
校
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
手
段
（
二
）
京
都

府
下
で
の
医
学
校
設
置
に
関
し
て
文
部
省
に
談
判
（
三
）
銃
器
を
廉
価
に
て
払
い
下
げ
の
手
続
き
が
主
で
あ
っ
た

⒁
。
そ
の
道
中
、

神
戸
か
ら
横
浜
へ
向
か
う
薩
摩
丸
で
、伴
と
同
船
し
た
と
日
記
に
記
し
て
い
る

⒂
。
伴
に
配
慮
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
「
会
社
条
例
」

は
、
前
記
の
東
上
目
的
の
（
一
）（
二
）
に
関
わ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
頃
新
島
が
奔
走
し
て
い
た
仙
台
で
の
英
学
校
開
設
に
関

わ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
そ
れ
に
関
わ
る
書
類
を
伴
か
ら
借
用
し
、
直
接
返
却
で
き
ず
に
、
横
浜
の
和
田
彦
（
宿
）
に
託
し

た
と
い
う
経
緯
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
③
書
簡
（
一
八
八
九
年
七
月
二
十
日
付
）
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
先
日
の
夜
は
来
訪
下
さ
り
、
感
謝
。
そ
の

節
に
依
頼
し
た
件
に
つ
き
、
直
に
通
知
下
さ
り
、
こ
れ
ま
た
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。
小
生
も
い
ず
れ
出
京
す
る
の
で
そ
の
節

は
渡
辺
君
に
是
非
面
会
し
た
上
で
依
頼
申
し
上
げ
る
。
何
卒
、貴
兄
よ
り
同
君（
渡
辺
君
）の
イ
ン
テ
レ
ス
ト
を
繋
い
で
ほ
し
い
。（
以

下
追
伸
）
な
お
、
田
口
君
に
よ
ろ
し
く
伝
言
い
た
だ
き
た
い
。
渡
辺
君
に
も
よ
ろ
し
く
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
渡
辺
君
」
と
は
、
明
治
時
代
の
政
治
家
、
渡
辺
洪
基
の
こ
と
を
指
す
。
当
時
、
渡
辺
は
帝
国
大
学
初
代
総
長
を
務
め
て
い
た
。

本
書
簡
は
、
新
島
が
亡
く
な
る
前
年
に
書
か
れ
て
お
り
、
大
学
設
立
運
動
で
新
島
が
奔
走
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
対
応
す
る
伴
か
ら
の
来
簡
が
、
新
島
遺
品
庫
に
残
さ
れ
て
い
る

⒃
。
七
月
十
八
日
付
で
、
依
頼
さ
れ
て
い
た
大
学
の
設
立
に
つ
い

て
渡
辺
に
話
し
た
と
こ
ろ
以
前
に
断
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
せ
っ
か
く
始
め
た
事
業
を
捨
て
置
く
の
は
残
念
な
の
で
、
貴
意
を
伺



七
〇

新
収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

い
た
い
。
愚
見
と
し
て
は
、
金
の
か
か
ら
な
い
小
規
模
の
学
校
と
す
る
こ
と
な
ど
の
談
話
を
し
た
。
渡
辺
は
新
島
が
真
面
目
に
話

し
を
す
れ
ば
必
ず
助
け
る
は
ず
だ
。
田
口
と
も
話
し
た
が
、
周
旋
方
と
し
て
局
に
当
た
る
事
は
辞
退
し
た
い
が
、
応
分
の
尽
力
は

す
る
と
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
③
書
簡
は
、
こ
の
来
簡
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
。
伴
が
新
島
を
訪
ね
た
「
先
日
の
夜
」
が

い
つ
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
際
に
新
島
は
渡
辺
へ
の
大
学
設
立
に
つ
い
て
の
協
力
要
請
を
伴
に
依
頼
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
渡
辺
か
ら
は
即
座
に
積
極
的
な
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
渡
辺
自
身
の
考
え
も
あ
り
、
新
島

の
話
し
を
聞
く
意
志
も
あ
る
な
ど
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
捉
え
て
、
新
島
は
③
書
簡
に
お
い
て
、

渡
辺
の
「
イ
ン
テ
レ
ス
ト
」
を
繋
い
で
く
れ
る
よ
う
、
伴
に
再
度
の
依
頼
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
来
簡
で
は
、
大
学
設
立
運

動
に
対
す
る
伴
の
立
場
は
「
尚
早
論
者
」
と
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
し
か
し
、
出
来
か
か
っ
た
も
の
は
成
立
す

る
ま
で
尽
力
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
、
伴
も
全
面
的
な
賛
同
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
渡
辺
や
田
口
と
い
っ
た
有
力
者
へ
の
橋

渡
し
役
と
な
っ
て
、
運
動
に
協
力
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

最
後
に
④
書
簡
（
一
八
八
九
年
十
月
二
十
六
日
付
）
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
昨
夜
は
わ
ざ
わ

ざ
ご
光
来
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
宿
の
者
が
小
生
に
通
さ
ず
に
お
断
り
し
、
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
小
生

も
近
々
、
訪
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
以
下
追
伸
）
昨
夜
は
按
摩
療
養
の
最
中
で
あ
っ
た
た
め
お
断
り
し
た
と
、
宿
の
者
が
弁
解

し
て
い
る
。

本
書
簡
は
、
十
月
二
十
五
日
夜
、
伴
が
東
京
滞
在
中
の
新
島
を
来
訪
す
る
も
の
の
、
宿
の
不
手
際
で
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
詫

び
る
も
の
で
あ
る
。
伴
は
、
後
日
二
十
九
日
に
な
っ
て
、
新
島
を
再
訪
。
そ
の
際
、
伴
が
新
島
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る

⒄
。
新
島
と

の
話
し
を
受
け
て
、
伴
が
田
口
と
相
談
し
、
紹
介
書
を
数
通
差
し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
新
島
は
、
十
月
十
二
日
、

病
躯
を
お
し
て
大
学
設
立
募
金
運
動
の
た
め
に
東
上
し
、
東
京
、
横
浜
、
前
橋
と
精
力
的
に
動
き
、
協
力
を
求
め
て
回
っ
た
。
し
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収
蔵
資
料
か
ら
新
島
襄
書
簡
に
つ
い
て

か
し
、
前
橋
で
の
滞
在
中
に
、
腹
部
の
激
痛
を
お
ぼ
え
、
募
金
運
動
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
療
養
の
た
め
年

末
に
神
奈
川
県
大
磯
へ
移
っ
た
も
の
の
、
翌
一
月
二
十
三
日
に
永
眠
。
こ
の
東
京
滞
在
が
、
最
後
の
東
上
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
滞
在
中
、
新
島
は
松
方
正
義
蔵
相
を
は
じ
め
と
す
る
有
力
者
に
面
会
し
、
あ
る
い
は
書
簡
を
出
し
て
、
募
金
へ
の
協
力
や
賛

同
者
の
紹
介
を
依
頼
し
て
回
っ
た
。
伴
と
の
や
り
取
り
も
そ
の
一
環
で
、
伴
を
介
し
て
渡
辺
や
田
口
に
協
力
を
求
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
伴
自
身
は
、
決
し
て
有
名
と
は
言
え
な
い
が
、
幅
広
い
経
歴
を
持
つ
彼
を
足
掛
か
り
の
一
つ
と
し
て
、
政
界
や
実
業
界
に
、

大
学
設
立
の
計
画
や
募
金
協
力
へ
の
支
持
を
拡
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
伴
書
簡
は
、
晩
年
の
新
島
が
東
京
地
方
で

繰
り
広
げ
た
、
地
道
な
活
動
を
傍
証
す
る
資
料
で
あ
る
。

注⑴	

宮
崎
十
三
八
他
編
『
幕
末
維
新
人
名
事
典
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
。
上
田
正
昭
他
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年

参
照
。

⑵	

宮
崎
、
前
掲
書
、
六
七
一
頁
参
照
。

⑶	

吉
野
俊
彦
『
忘
れ
ら
れ
た
元
日
銀
総
裁
―
富
田
鐡
之
助
傳
―
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
四
年
、
二
五
〇
頁
参
照
。

⑷	

同
前
、
二
五
一
頁
参
照
。

⑸	

『
同
志
社
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
十
九
日
の
会
合
に
松
倉
も
い
た
と
あ
る
が
、
富
田
の
日
記
（
吉
野
、
前
掲
書
、
二
五
一
頁
）
と
新
島
の
記
録
を

照
合
し
た
と
こ
ろ
、
松
倉
は
出
席
し
て
い
な
い
。

⑹	

『
全
集
』
三
巻
、
二
六
六
～
二
六
七
頁
。

⑺	

北
垣
の
在
任
期
間
は
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
一
月
か
ら
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
七
月
ま
で
で
あ
る
。

⑻	

『
全
集
』
八
巻
、
四
〇
三
頁
。
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収
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新
島
襄
書
簡
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つ
い
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⑼	

『
全
集
』
三
巻
、
八
五
八
頁
参
照
。

⑽	

岡
田
有
功
「
第
一
次
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
田
口
卯
吉
の
〈
起
業
者
活
動
〉」『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』
第
一
二
三
号
、二
〇
一
一
年
二
月
、

十
七
頁
参
照
。

⑾	

同
前
、
十
七
頁
、
二
十
頁
参
照
。

⑿	
東
京
市
会
事
務
局
編
『
東
京
市
会
史
』
第
一
巻
、
東
京
市
会
事
務
局
、
一
九
三
二
年
、
一
三
三
、三
四
四
、五
五
五
頁
参
照
。

⒀	
衆
議
院
事
務
局
編
『
第
一
回
乃
至
第
十
九
回
総
選
挙
衆
議
院
議
員
略
歴
』
衆
議
院
事
務
局
、
一
九
三
六
年
、
三
七
頁
参
照
。

⒁	

『
全
集
』
三
巻
、
四
五
五
頁
参
照
。

⒂	

『
全
集
』
五
巻
、
三
九
九
頁
参
照
。
な
お
、
森
有
礼
一
行
、
石
井
某
も
同
船
し
た
。

⒃	

新
島
遺
品
庫　

下
一
三
一
八
。

⒄	

新
島
遺
品
庫　

下
一
四
三
八
。

《
参
考
文
献
》

・
塵
海
研
究
会
編
『
北
垣
国
道
日
記
「
塵
海
」』、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
。

・
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
新
島
襄
全
集
』
全
十
巻
、
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
～
八
七
年
。

・
岡
田
有
功
「
第
一
次
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
田
口
卯
吉
の
〈
起
業
者
活
動
〉」『
九
州
共
立
大
学
経
済
学
部
紀
要
』
第
一
二
三
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
。

・
櫻
井
良
樹
「
制
限
選
挙
期
に
お
け
る
東
京
市
会
議
員
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
」『
麗
沢
大
学
論
叢
』
第
九
号
、
一
九
九
八
年
。

・
衆
議
院
事
務
局
編
『
第
一
回
乃
至
第
十
九
回
総
選
挙
衆
議
院
議
員
略
歴
』
衆
議
院
事
務
局
、
一
九
三
六
年
。

・
東
京
市
会
事
務
局
編
『
東
京
市
会
史
』
第
一
巻
、
東
京
市
会
事
務
局
、
一
九
三
二
年
。

・
吉
野
俊
彦
『
忘
れ
ら
れ
た
元
日
銀
総
裁
―
富
田
鐵
之
助
傳
―
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
四
年
。

な
お
、
本
稿
に
掲
載
し
た
書
簡
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
露
口
卓
也
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
の
ご
指
導
と
ご
助
言
を
得
た
。
こ

こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。




